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1.    La distinction de sexe， line nouvelle approche de I'egalite, Odile Jacob, 2007  octobre, conclusion, pp.573 － 620 に こ
で は こ の 資料 の み 使 用)
2.    Des humains comme  les aiitres, Bioethique, anonymat et genre dii don,  Cas de Figure, Editions de l'ecole desHautes Etudes en sciences sociales
， EHESS,  2010 octobre ， Deuxieme partie: Genre et parente ， les impenses du debatbioethique,pp.
 135 － 211





n. 資 料 に 挙 げ た2 冊 以 外 の イ レ ー ヌ ・ デ リ ー 主 要 著 作 に つ い て
1 .   Le demariage,  Justice et vie privee, Odile Jacob, 1996 Janvier (lere ed. 1993)
離 婚 の 増 加 か ら 脱 結 婚 化 の 現 象 を 分 析 し ， 法 改 正 の 必 要 を 社 会 思 想 的 な 広 が り の 中 で 考 察。「脱
結 婚 」 は デ リ ー の造 語 で あ り， 彼 女 の研 究 の 出 発 点 。
2  .   Couple, filiation et parente aujourd'hiii, Le droitface aux  mutations de l則
Rapport a la ministre de rEmpIoi et de la Solidarite et au garde des Sceaux, ministre de la Justice, Odile
Jacob, La Documentation francaise,  1998juin
雇 用 連 帯 大 臣 な ら び に 国 璽 尚 書 ・司 法 大 臣 へ の 報 告 書。 今 日 の カ ッ プ ル ・ 親 子 関 係 に つ い て 法改
正 の提 案 。　こ れ ら2 冊 の 副 題 か ら わ か る よ う に， 人 類 学 的 視 点 か ら 広 義 の 制 度institutionが 私 生 活
に つ ね に す で にtoujours-deja 入 り 込 ん で い る こ と を 力 説 し ， ど の よ う に 法 改 正 を す れ ば 正 義justice
が 守 ら れ る か 。 こ れ が 彼 女 自 身 の 問 題 設 定 で あ り， こ の 設 定 に 沿 っ てinstitutionの 基 礎 に あ る 法 の
改 正 に 取 り 組 む 。 パ ッ ク ス 法 案 作 成 の の ち に　 こ の 報 告 書 は 出 版 さ れ た 。
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Ⅲ。∠.a distinction de sexe, une nouvelle approc わe de 7 'ega lite, conclusion : Egalitede sexe et natural
 isme familial, ∠.a parente au coeur  des paradoxes を 読解 す る た
め の詳 細な 要 約 とそ の解 釈
1.  （pp.573-577）
この200 年間の近代西欧社会は、カップルや「カップル家族famille conjugale」の問題を考察せ ず
に、男女の序列関係を原則にしてきた。
では 「小さな家族」はどう理解されてきたのか。民主主義的個人主義を西欧で促進した革命 期
直後に、1804 年のナポレオン法典で「小さい家族」は、「ひとつの実体entite holiste」とされ、 人












































が名づけたように 家族が 「純粋の関係網pure relationships」になったかのようである。内部から
内部への直接の関係というわけである。自己は解放された。しかし、それはもう40年も前からなの
である。それなら、なぜジェンダー平等は、まだ到来しないのか。










































































を 許 さ な か っ た。
し か し 、 ジ ェ ン ダ ー 平 等 へ の 広 が り が す べ て を 変 化 さ せ た。 カ ッ プ ル の二 人 は 、 ひ と つ で な く、
ふ た つ に な っ た。
最 大 の 変 化 は 家 族 のdroit commun の 軸 が 結 婚 で は な く 親 子 関 係filiationに な っ た こ と だ 。 私 た
ち は、 親 子 の 諸 関 係 を 区 別 し な が ら 関 連 づ け る 共 通 原 則 の 中 で 新 し い 複 数 性 を 入 れ 込 む こ と が で
き る だ ろ う か。 droits de nouvelles categories: droits des hommes, droits des femmes, droits des enfants;droits des parents, droits des beau
χ-parents. droits des grands-parents; droits des homosexuels, droits desheterose
χuels, droits des transseχuels等 々。
自 己 の 社 会 心 理 学 的 経 験 に 根 づ く か ら こ そ 自 然 と 見 な さ れ る 個 人 は、 ま す ま すdroit の 領 域 に 入
り始 め て い る。
（解 釈6 ：フ ラ ン ス で は1980 年 代 以 来 「脱 結 婚 」 に な り、 結 婚 制 度 の 意 味 が 激 変 し た 。 デ リ ー に
とっ て 、 こ れ は1789 年 の 革 命 と 同 じ 広 が り と 深 さ を もつ 。 宗 教 が 個 人 の 意 識 の 問 題 に な っ た と 同 じ
く 、 結 婚 が 個 人 の 問 題 に な っ た。 政 治 社 会 の 基 礎 が 人 間 の 諸 権 利 にな っ た。 し か し 、 脱 結 婚 し た か
ら と い っ て 、 親 子 関 係 シ ス テ ム が 激 変 し た わ け で は な い。）
⑥　 家族は社会的なものの自然的要素か？人権問題（pp.590-592）


































































この見方に立てば、CEDH の第8 条と第12 条に現れた家族をつくる権利は、この10年間の親子関
係の自然主義的再設定の王道となった。


































（解釈10 : 児童発達心理学者は、法律上のpersoime と心理学上のpersonnaliteが区別できていない。

































（解釈H ：語りのアイデンティティ の重要さをデリーは指摘する。 これで、distinction区別とdifference
差異を区別できる。性のdistinctionは、モース人類学の用語でもある。本質から関係性や
行動の理論へ、これがデリーの考え方である。）
⑥　 親 子 関 係 の変 化 を 考 え る （pp.609-620 ）
同 性 親 の 親 子 関 係 は 、 現 代 の 課 題 で あ る。 こ れ は 特 別 な 家 族 か と 言 え ば、 そ う で は な い。 特 別
に ひ と つ の カ テ ゴ リ ー と す る こ と は 不 当 で あ る 。APGL も 特 別 扱 い に 反 対 す る 。「Nous sommes desperes et des meres comme les autres, nos
enfants sont des enfants comme les autres. 私 た ち は 、 他 の 人 だ ち
と 同 じ よ う に 父 で あ り 、 母 で あ る 。 私 た ち の 子 ど も も 他 の 子 ど も と 同 じ よ う に 子 ど もで あ る 。」









































彼らは、自分の物語を消すなと言う。子どもの「ne de personne 誰かから生まれる」をでっち 上げ
るわけにはいかない。子どもの個人的な語りのアイデンティティ形成の阻止自体が、私たちの 親子
関係システムを問い直す道を開いてくれている。



















最後に，デリーのLa distinction de sexeの結論の読解について
そ の困難さ：意味の近 い単語群を区別する訳語群がな いこと。たとえば，parente, parentalite,filiation
ならびにeneendrement,accouchement,mise
 au monde,enfantementの訳しわけ，法についてloiとdroit
の訳しわけなど。
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